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Points

監視周辺の業務をモダナイズしてAI活用していきたいけれど、そう簡単に母体

のシステムを変更できないというケースにおける一つの事例をご紹介。
１

1

システムの異常を監視するのではなく、お客様影響を監視する。

モニタリング・検知の基準を抜本的に見直した取り組みをご紹介。
2

ビッグデータを扱っていても、コストを最適化する。

監視データをコントロールして即時性と多様性を実現させた方式をご紹介。
3
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私たちが扱うシステム

迅速な影響把握：被疑箇所特定 30分以内

迅速な回復措置：お客様影響の回復 60分以内

繋がる事があたりまえ

社会インフラに求められるSLA

2

RAN Mobile Core Service Platform/MEC

Server PF MEC3G/4G/5G

Mobile ISP Platform

Internet Connection
(Mail, Auth, Messaging,
URL Filtering, Security, etc.)

24H365D
物理Server ：2,700台
VM数  ：1,000
NW機器 ：11,300台
ストレージ容量 ：8PB
拠点  ：9拠点
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取り組みの背景

社会インフラとしてのSLAを実現するには何が必要か。

お客様影響そのものを観測して異常を即座に検知し、

検知した異常の原因がどのあたりにあるのかを

短時間で見極めなければならない。

教訓を活かして進化する

可観測性を向上させなければ

SLAは果たせない

3

10分

20分

30分

10分

未然防止（予兆検知）

サービス影響検知

アノマリ検知

被疑箇所表示
（トポロジーマップ）

影響数
リアルタイム表示

AIアシスト
（生成AIチャット）

平時

検知

特定

措置

調査

改善

障害発生

spモード

231万人

> ドコモメールで異常になっているサーバ名を教えて

ドコモメールを提供しているサーバには、
YM、YG、YW・・・がありますが、現在エラー数が増加しているのはYGです。

YGで過去1年で発生した障害履歴は？

直近1年でYGで発生した障害は3件ありました。
インシデント001、インシデント002、インシデント003

YGの構成図を見たい

こちらです。
YG構成図001

＝ 高度な可観測性を担保する新たな監視システム※が必要

ToBe

AsIs

• 大量の装置アラームと不明確な障害影響
• 有識者頼みの解析（属人化）
• 有効な措置の見極めが長時間化

※2026年3月ローンチ
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コンテナ基盤

新たな監視システム

母体のアプリケーション自体の刷新は規模が大きすぎて困難。

以下の対応を行う事で、監視周辺のみのモダナイズを実現。

• 母体のアプリケーションをカプセル化してコンテナ基盤上で稼働させる

• コンテナ基盤の監視は、メトリクスを活用してObservabilityを向上

• お客様提供サービスとアプリケーションログの関係性を定義して可視化

• ログをメトリクスやトレースに変換

• ログ・メトリクスデータをDatalakeに保管し、多角的な分析やAIでの活用を可能とする

母体のアプリケーション

を活かしたまま

監視をモダナイズする

4

１Point

業務AP

ログ→メトリクス
変換

：母体維持 ：刷新・新規構築

HCI

NW（ACI）

ログ

メトリクス
トレース

メトリクス

メトリクス

ISP Platform Monitoring Platform

ログ保管 メトリクス保管

ログ加工

サービス定義

関連付け

検知KPI

KPI監視／APM監視

インシデント管理システム

ダッシュボード

Datalake

BIツール

ダッシュボード

AI RAG

Analysis
Platform
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サービス影響を可視化する

アラート地獄からの脱却

お客様影響そのものを検知

逆のアプローチ

5

2Point

After

Before

監視設計
システム目線でのアラート設計

装置単位での影響サービス
（別管理のナレッジ）

その装置のエラーでどんな影響があるのか
運用者が障害発生時に関連付けて判断

お客様に提供しているサービスとそのレベルを明確化
（サービスSLA定義）

そのサービスの影響を検知するには
何のログ・メトリクスを見ればよいのかを設計（KPI設計）

KPI設計基づき監視基盤に設定を追加
KPIに応じたダッシュボードを作成

異常を検知した段階で、
何のサービスにどんな影響がでているのかがわかる

Dev

Ops

DevOps

Before 装置A：CPU使用率高騰

装置B：DBConnectエラー

装置C：Port Down

After ドコモメールの送信機能で異常が発生

装置A：CPU使用率高騰

装置B：DBConnectエラー

装置C：Port Down
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民主化の促進

6

• KPIs：2,009件
• ダッシュボード：297個

2Point

もっと的確に検知・可視化

するために適宜見直す

KPIチューニングや

ダッシュボード構築の

民主化が促進
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分析領域

監視データトリアージ

即時性と多様性の用途に応じて

大容量監視データを住み分ける

3Point

監視領域

Log

Metric
Trace

システム本体

トリアージ
領域

APM監視

直近2週間

Otel
Collector

AI分析

ドキュメント
管理

構成管理管理

Mteric

Log

生ログ
保管

Trace

インシデント
管理

ログ監視

Datalake

長期保管（加工後）

3ヵ月保管
（加工前）

業務
AP

Dashboards

ログ変換

Log
直近2週間

Trace

Metric

BIツール

Log

Metric

作業管理

On-premises

Public Cloud

7

100%

5%

30%

70%

監視領域は、リアルタイムな影響を即時に検知するデータのみを扱う

即時性

分析領域は、多角的な分析に必要なデータのみを扱う

多様性

85TB/day
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さらなる進化

蓄積されたデータを活用してAIOps実現を目指す

8

データ化
（データレイクへの蓄積）

可視化
（可観測性の担保）

生成AI活用
（RAGチューニング） 自働化

※自動化：
ルールベースの固定的な条件だけでなく、
これまで人間にしか判断できなかったような知見を
AIに委ねる事で、高度な自働化を目指す
（AutonomousNW：Lv4）

機械学習
（MLOps）

FY25 FY26 FY27

対応済 対応済

データレイク

各種
ダッシュボード

各種
AIエージェント

生成AI
モデル

チャットUI

機械学習

ML
モデル

学習
結果

検知
検知精度を担保するために

一定期間の学習期間が必要

自働化
AIエージェント

生成AI
モデル

措置シナリオ対応済

対応済

自働化
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ご清聴ありがとうございました
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